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表 1 用語の整理「在留邦人子女」「帰国生」「帰国子女」 
用語 居住国 在留国の永住権 年齢 
在留邦人子女（長期滞在者） 海外 なし 小中学生 
帰国生 日本 なし/あり 小中高校生 




















































６千人（構成比 40.8％）、続いて北米２万１千人（同 32.8％）、欧州１万２千人（同 18.6％）
である（図２）。北米と欧州の人数は年によって増減があるが、アジアはリーマンショック





























































































































































































































































表 2 在外教育施設数 
（単位：校） 






北米 4    87    3    
欧州 21    64    4    
アジア 35    19                    1   
その他                28   33    1    







金曜日まで授業がある）の教育施設である。世界 51 か国・地域に 88 校が設置されており、
































立高等学校の入学者選抜について」（文初高第 283 号 1984 年７月 20 日）と、「高等学校

















る学校は、小学校 90 校、中学校（中等教育学校を含む）250 校、高等学校（高等専門学校
を含む）419 校にのぼる。ちなみに、東京都の公立高校では、国際高校、三田高校、竹早
高校、日野台高校が、海外帰国生対象の入学者選抜（定員 84名）を行っている(教育庁, 2013)。 
さらに、大学の帰国生向け入試も拡大している。文部科学省(2012)によると、2012 年現












表 3 国公私立大学の帰国子女向け入学者選抜実施状況 
（単位：数） 











































図 8  帰国子女の積極的に採用したいと答えた企業の割合 
 



















第６節 アメリカにおける海外居住経験のある子どもたちの定義    











































表 5 サードカルチャーキッズ（TCKs）の種類と特徴 














































表 6 海外／帰国子女とサードカルチャーキッズ（TCKs）の比較 
 論 点 海外/帰国子女 サードカルチャーキッズ
（TCKs） 
共通 研究の対象 親の職業上の都合により、一定期間海外に居住した子どもたち 
研究の焦点 青少年期の海外居住経験によって作り出された、他と認識できる違い 










































































成長の波に乗って海外進出の先兵となった世代が 40 歳代後半から 50 歳代前半になり、そ






















































































表 8 サードカルチャーキッズ（TCKs）の特徴 



























































































表 10 北欧の日本駐在員と日本人従業員との異文化コミュニケーション 






























































































































（出所）(Snell, Bohlander,, 2013)を基に筆者作成 
 39 
 



























表 14 海外配属者を選出する際の４つのステップ 
ステップ 内  容 




（出所）(Snell, Bohlander,, 2013)を基に筆者作成 
 

























































表 16 キャリアデベロップメント研修と帰国研修の具体的な内容 


































表 17 KSAOs（知識や能力、性格等）とその可変性、適切な研修や訓練 




















































































































































調査名： 「海外居住の子どもたちの性格と職業観に関する調査」  
        「日本居住の子どもたちの性格と職業観に関する調査」 
調査日 ： ロサンゼルスでの調査は 2013 年１月から２月 







































調査対象の合計は 79 名。ロサンゼルス在住の日本国籍を持つ小中学生のサンプルは 48
名。16 名（33％）が男で、32 名（67％）が女である。平均年齢は 10.0 歳（標準偏差 3.0）
である。海外居住経験の平均年数は 7.3年である。日本居住の小中学生のサンプルは 31名。






表 19 ロサンゼルスと日本のサンプルの年齢と性別の仮説検定結果 
 t 検定 年齢 性別
LA Japan LA Japan
 Mean 10.06 10.55 1.67 1.55
 Variance 8.95 10.46 0.23 0.26
 Observations 48 31 48 31
 Pooled Variance 9.54 0.24
 Hypothesized Mean Difference 0 0
 df 77 77
 t Stat -0.68 -1.05
 P(T<=t) two-tail 0.50 0.30














「そう思う」、3 を「どちらともいえない」、2 を「あまりそう思わない、1 を「全くそう思

















































図 11 自尊心に関する質問 













的な回答の累計は 54％にとどまった（図 11）。 
 






































は延べ 111 万人（2011 年）であり、同世代の全人口に占める割合2は８％（2011 年）であ
る。言い換えれば、日本の小中学生のおおよそ 12 人に１人が海外旅行を経験している計算
になる。海外旅行者数は、伝染病の流行や景気、為替相場によって大きく影響されるため、





































































































図 16 異文化への姿勢に関する質問 

























































































































































































































図 19 子どもたちの高校卒業後の進路についての親の考え方 














表 25 日本の大学等に進学する理由（上位２項目） 
居住地 日本 ロサンゼルス 
分類 海外旅行経験なし 海外旅行経験あり 駐在員家族 アメリカ永住者 
１番目 経済的な理由 経済的な理由 経済的な理由 日本に住みたい 





















表 26 アメリカ/海外の大学等に進学する理由（上位２項目） 
居住地 日本 ロサンゼルス 
分類 海外旅行経験なし 海外旅行経験あり 駐在員家族 アメリカ永住者 
１番目 外国に住みたい 英語で学びたい 英語で学びたい アメリカに住みたい 




























































表 27 本調査の発見事項のまとめ 






































































































































験のある候補者を考慮に入れることである。スネイルら（Snell & Bohlander, 2013）は、
海外配属者が成功するために必要な要素として、外国や異文化への適応力、国際的な経験、
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